
 
 
 

附属大塚特別支援学校で研究授業を行いました。 

 

 令和５年１２月８日（金）、１０月から附属大塚特別支援学校で研修を行っている千葉彩也香先生が研究授業を

行いました。対象は高等部職業科１年生８名。単元名は「職場での他者との適切な関わりについて考えよう」です。

千葉彩也香先生の研究テーマは「知的障害特別支援学校高等部におけるキャリア教育の視点から考える授業づく

り」です。これまで、都内を中心とする事業所の方々に、社会で自立するために必要な力についてのアンケート調

査を実施しましたが、その調査の過程で得られた視点も取り入れながら授業の組み立てを考えました。 

言葉がけや質問の仕方、ワークシートの体裁を変えて、個々の特徴に配慮しながら、きめ細かな指導を展開して

いました。生徒たちは、職場での好ましい態度や言葉遣い、困った際の対処の方法、他者との協力の仕方について

考え、しっかりと自分の言葉で発表していました。期待される社会人としてのマナーや判断力、勤労意欲、相手の

気持ちをくみ取ることができる想像力を育てようとするねらいが明確になっている授業でした。 

研修も終盤にさしかかり、千葉先生は着実に力を身につけています。さらに高い専門性をもったレベルに近づい

ているように思いました。 
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